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研究趣旨：リカバリーを目指す認知療法（Recovery-Oriented Cognitive Therapy；以下 CT-
R と呼ぶ)は、治療抵抗性の統合失調症における陰性症状と陽性症状の改善、合わせて社会機

能の改善のために開発された面接を主体とした治療法である。米国ではすでに本治療のマニ

ュアルが出版され、単盲検ランダム化比較試験にてその効果に対する科学的妥当性が実証さ

れている(Grant et al., 2012)１）。従来の統合失調症に対する認知行動療法は主として陽性症

状をターゲットにした治療であったが、本治療は統合失調症の陰性症状に対して効果を狙っ

て開発されており、それが実証されたことは統合失調症治療全体においても意義が大きい。

その治療マニュアル２）では統合失調症に対する集団精神療法の章があり、将来的には医療施

設や精神保健福祉センターなどで幅広く集団精神療法として活用できる可能性も期待でき

る。さらに、CT-R は統合失調症以外の疾患を対象とした認知行動療法においても活用できる

可能性が指摘されており、様々な精神療法の領域で取り入れられる可能性のある治療法であ

る。

 また、本治療による有害事象は報告されていないことから、この治療が提供されることに

よる患者の利益は大きいことが予想される。しかし、日本国内での実施報告はなく、異なる

医療システム下で、異なった国民性をもつ対象に対して効果があるのかどうかはこれまで研

究されていない。

昨年度の本研究班における研究の一環として、本研究分担者が CT-R の海外の研究者と交

流し、CT-R の日本語版テキスト作成に役立てる取り組みを行った。そのテキストが「リカバ

リーを目指す認知療法‐重篤なメンタルヘルス状態からの再起‐」として出版された。そし

て、昨年度の本研究班の取り組みの中で、CT-R を用いた精神科病棟での研究３）を実施した

Nadine A. Chang から研修用資料の英語版を提供してもらい、それを土台として CT-R の日

本語版テキストの情報を加えた日本語版 CT-R 研修資料を作成した。

これらをもとに本年度の研究では、CT-R の日本国内での実施可能性を検討することを目的

として、研修受講対象者からのフィードバックに基づいた評価を行う研究計画を作成し、現

在研究を実施中である。現在までの結果を概観すると、ワークショップ受講後に一般セルフ・

エフィカシー尺度の改善がみられ、アクセシビリティ accessibility、適正 appropriateness、
実現可能性 feasibility の評価尺度も、ワークショップ受講後に「どちらとも言えない」から

「賛成する」もしくは「完全に賛成する」に変化している様子が確認されている。
1) Grant, P. M., Huh, G. A., Perivoliotis, D., Stolar, N. M., & Beck, A. T. (2012). Randomized trial to

evaluate the efficacy of cognitive therapy for low-functioning patients with schizophrenia.
Archives of General Psychiatry, 69(2). https://doi.org/10.1001/archgenpsychiatry.2011.129

2) Beck, A. T., Grant, P., Inverso, E., Brinen, A. P., & Perivoliotis, D. (2021). Recovery-oriented
cognitive therapy for serious mental health conditions. Recovery-Oriented Cognitive Therapy for
Serious Mental Health Conditions. The Guilford Press.

3) Chang, N. A., Grant, P. M., Luther, L., & Beck, A. T. (2014). Effects of a recovery-oriented
cognitive therapy training program on inpatient staff attitudes and incidents of seclusion and
restraint. Community Mental Health Journal, 50(4). https://doi.org/10.1007/s10597-013-9675-6
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A．研究目的 
リカバリーを目指す認知療法（Recovery-
Oriented Cognitive Therapy；以下 CT-R と

呼ぶ)は、治療抵抗性の統合失調症における

陰性症状と陽性症状の改善、合わせて社会

機能の改善のために開発された面接を主体

とした治療法である。米国ではすでに本治

療のマニュアルが出版され、単盲検ランダ

ム化比較試験にてその効果に対する科学的

妥当性が実証されている (Grant et al.,
2012)１）。従来の統合失調症に対する認知行

動療法は主として陽性症状をターゲットに

した治療であったため、本治療は統合失調

症の陰性症状に対して効果が実証された精

神療法として注目されている。また、本治療

による有害事象は報告されていないことか

ら、この治療が提供されることによる患者

の利益は大きいことが予想される。しかし、

日本国内での実施報告はなく、異なる医療

システム下で、異なった国民性をもつ対象

に対して効果があるのかどうかはこれまで

研究されていない。

  このような状況の中、2023 年に日本語版

テキスト（“Recovery-Oriented Cognitive
Therapy for Serious Mental Health
Conditions”邦題「リカバリーを目指す認知

療法－重篤なメンタルヘルス状態からの再

起－；以下 CT-R マニュアルと呼ぶ）が出版

され、国内でも本治療についての教育が

徐々に始まっている状況である。本研究の

主管研究機関である岡山県精神科医療セン

ターにおいても、この日本語版マニュアル

を用いたスタッフ研修プログラムの準備が

進んでいる。そこで本研究では、CT-R の日

本国内での実施可能性を検討することを目

的として、研修受講対象者からのフィード

バックに基づいた評価を行う。

B．研究方法 
対象：精神科専門治療の従事歴がある訪問

看護ステーションの医療従事者約 20名（以

下、サービス提供者と呼ぶ）で、インフォー

ムド・コンセントを受け、研究参加への同意

をしたメンタルヘルスサービス提供者（以

下、研究対象者と呼ぶ）を本研究の対象とす

る

 暴露：研究対象者は、日常業務の一環とし

て主観研究機関において開催される約 7 ヶ
月の CT-R マニュアルに基づいた研修プロ

グラム（以下 CT-R 研修と呼ぶ）を受ける。

CT-R 研修のタイムラインは以下である。 
・1ヶ月設けられた教育期間の中で、1 セ

クション 2 時間の講習を計４セクションで

構成される講習（以下 CT-R ワークショッ

プと呼ぶ）を受講する

・CT-Rワークショップ終了後に研究対象

者には 6 ヶ月のコンサルテーション期間が

設けられる。このコンサルテーション期間

では、週に１回のコンサルテーションが提

供される（以下 CT-R コンサルテーション

と呼ぶ）。CT-R コンサルテーションとは、

全てのセクションの講習を終了した研究対
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象者が、CT-Rワークショップを受けた後で、

実臨床の中でそのサービスを提供する際に

生じた疑問を研究実施者と共に解決するた

めの取り組みである。コンサルテーション

は週に 1 回の頻度で、研究対象者のスケジ

ュールに合わせて実施される。

上記のような CT-Rワークショップ、CT-
Rコンサルテーションを含むCT-R 研修は、

特定の心理教育の技術習得を目指したスー

パービジョン・プログラムとしてではなく、

一般的に各部署で行われているスタッフ教

育の形式と一致した、日常診療における専

門家教育の一環として行われるものである。

また、本研究で使用される CT-R マニュア

ルはすでに出版されており、日本国内にお

いてもその必要性に関しては周知されてき

ていることから、このような教育が行われ

ることに関する臨床的なニーズ、妥当性は

高いと考えられる。

 そこで本研究は、その対象となった研究

対象者に対して、EBI(Evidence Based 
Intervention)治療適用に関する心理評価尺

度や自己効力感を評価する心理評価尺度を

CT-R 研修の実施前後で評価し、その変化を

観察することを目的とした。合わせて、すべ

ての研修が終了した時点で、研究対象者は

本研修に対するフィードバックをするため

のインタビューを受け、CT-R 研修を受けた

ことによる質的な変化も観察することとし

た。

比較：研究対象者の CT-R 研修受講前後

の the Acceptability of Intervention 
Measure(AIM), Intervention 
Appropriateness Measure (IAM), 
Feasibility of Intervention Measure (FIM)、
General Self Efficacy Scale(GSES)を定量

的評価として測定する。合わせて、本プログ

ラムを修了した研究対象者からのフィード

バックに関するインタビューの内容を質的

に評価する。

（倫理面への配慮）

研究に参加を予定しているサービス提供

者および研究協力機関の施設長に対して、

添付の資料を用いた説明を行い、インフォ

ームド・コンセントを確認する。また個人情

報の取り扱いに関しては、本研究に係わる

すべての研究者は，「ヘルシンキ宣言」およ

び「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」を遵守して実施する。

研究実施に係る試料・情報を取扱う際は，研

究独自の番号を付して管理し，研究対象者

の秘密保護に十分配慮する。研究の結果を

公表する際は，氏名，生年月日などの直ちに

研究対象者を特定できる情報を含まないよ

うにする。また，研究の目的以外に，研究で

得られた研究対象者の試料・情報を使用し

ない。

C. 研究結果

上述の研究デザインに基づいて現在研究実

施中である。研究参加者を予定通り 20 名
（表１）確保しており、その研究対象者全員

が CT-R ワークショップの受講を終了し、

CT-R コンサルテーションを継続している

状況にある。統計学的解析も含めた詳しい

研究成果に関してはこれらを実施終了後に

集計して報告予定である。現在までの結果

を概観すると、ワークショップ受講後に一

般セルフ・エフィカシー尺度の改善がみら

れ（表２）、AIM、IAM、FIM によるアクセ

シ ビ リ テ ィ accessibility 、 適 正
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appropriateness、実現可能性 feasibility の

評価も、ワークショップ受講後に「どちらと

も言えない」から「賛成する」もしくは「完

全に賛成する」に変化している様子が確認

されている（表３）。 
 
表１：研究参加者背景 
参加者の特徴 N＝20 
年齢（平均、年）  38.5歳 SD 8.5 
性別（％女性） 55％ 
最終学歴 

 専門学校卒 35％ 
 看護学校 5％ 
 短大卒 5％ 
 大学卒 45％ 
 修士過程卒 5％ 
就労年数（平均年） 15.8 年 SD 6.6 

 
表２：ワークショップ（WS）前後の GSES
の変化 
 WS前 WS後  
 平

均 
SD 平

均 
SD Paired

-t-test 
GSE
S 

6.2

0 

4.1

2 

7.2

5 

3.5

0 

-3.05 

P<0.05 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３：ワークショップ（WS）前後の CT-R
に対するアクセシビリティ accessibility、
適 性 appropriateness 、 実 現 可 能 性

feasibility の研究参加者の評価 
WS前／後 

「賛成しない」と「どちらと

も言えない」／ 

「賛成する」もしくは「完全

に賛成する」 

前（％） 後（％） 

私は CT-Rに同意します 5/95 5/95 
CT-Rは私にとって魅力的で

す 

15/75 0/100 

私は CT-Rが好きです 55/45 10/90 
私は CT-R を喜んで受け入

れます 

35/65 10/90 

CT-Rは私のクライエントに

ふさわしいようです 

60/40 5/95 

CT-Rは私のクライエントに

適合しているようです 

60/40 10/90 

CT-Rは私のクライエントに

適用できるようです 

65/35 15/85 

CT-Rは私のクライエントに

よく合うようです 

75/25 15/85 

CT-Rは実装可能のようです 60/40 25/75 
CT-Rは受け入れ可能のよう

です 

65/35 10/80 

CT-Rは実行可能のようです 70/30 20/80 
CT-Rは使いやすいようです 75/25 10/90 

 
D．考察 
 CT-Rは新しい認知療法・認知行動療法の

潮流として、重篤なメンタルヘルス状態を

抱える人たちだけに限らず、幅広く様々な

集団を対象としてその有効性が期待されて

いる。こうした精神療法の普及においては、

国籍や文化の違いに配慮する必要がある（c
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ultural adaptationと呼ばれる）ことがいわ

れているが、本研究班では初年度からCT−R
のマニュアルの翻訳や先行研究を実施した

海外の研究者との協議など、cultural adap
tationにおいて必要とされる取り組みを継

続して行ってきた。本研究で、CT-Rに基づ

いた教育資材を作成しワークショップを開

催したところ、研究対象者の自己効力感の

向上やCT-Rに対する賛同数の増加が現在

までに確認されている。今後CT-Rコンサル

テーションを実施していきながら、さらに

国内におけるCT-Rの実施可能性について

検討を進めていく予定である。

 本年度の取り組みはここまでの研究を実

際の現場で適用した国内初めての取り組み

の一つであり、本邦のメンタルヘルス領域

において重要な位置づけの研究であるとい

える。

E．結論 
現在進行している本研究はこれまでのと

ころ順調に進んでおり、今後幅広く国内の

メンタルヘルス関係者に幅広く参考にして

もらえるよう研究を遂行していく必要があ

る。

Ｆ．健康危険情報

なし

G. 研究発表

1. 論文発表

• 耕野敏樹. 「リカバリーを目指す認知

療法がもたらす精神科入院治療におけ

る新たな視点」最新精神医学（査読有

り）、令和５年１１月、２８巻６号４９

３〜５００頁

2. 学会発表

• 耕野敏樹、佐藤康治郎. 一般演題５「単

科精神科病院におけるリカバリーを目

指 す 認 知 療 法 (Recovery-Oriented

Cognitive Therapy; CT-R)普及への取り

組み」. 第１１９回日本精神神経学会.

２０２３年６月２２〜２４日.パシフ

ィコ横浜.

• 耕野敏樹. シンポジウム２０「リカバ

リーを目指す認知療法がもたらす新た

な精神科医療の展望」. 第１１９回日

本精神神経学会. ２０２３年６月２２

〜２４日.パシフィコ横浜.

• 耕野敏樹.  入院医療における CT-R
の実践について（岡山県精神科医療セ

ンターでの取り組みから）. 第２３回
日本認知療法・認知行動療法学会 大

会企画シンポジウム「リカバリーを目

指す認知療法の日本における実践」.
２０２３年１２月1日〜３日.広島県医

師会館

• 久我弘典、菊池安希子、徳山明広、耕

野敏樹、大野裕、片柳章子、梅本育恵、

三田村康衣、林竜也. ワークショップ

「リカバリーを目指す認知療法」. 第
２３回日本認知療法・認知行動療法学

会. ２０２３年１２月 1 日〜３日.広島
県医師会館.

• 耕野敏樹. 教育講演１「リカバリーを

目指す認知療法－リカバリームーブメ

ントと認知行動療法のコラボレーショ

ンがもたらす新たな視点－」日本精神

障害者リハビリテーション学会第３０

回岡山大会. ２０２３年１２月２〜３

日. 倉敷市芸文館 
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H．知的所有権の取得状況(予定も含む) 
1. 特許取得
なし

2. 実用新案登録

なし

3.その他

なし
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半
適
応
モ
ー
ド
に
つ
い
て

（
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

後
半

患
者
モ
ー
ド
に
つ
い
て

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

ST
EP
1
ア
ク
セ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

陰
性
症
状

ST
EP
2
発
展
さ
せ
る

妄
想

ST
EP
3
実
現
す
る

幻
覚

ST
EP
4
強
化
す
る

思
考
障
害
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

信 念

ビ リ ー フ

思 い 込 み

7

何
も
ヒ
ン
ト
が
な
い
場
合

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

8
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適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
工
夫
①

孤
立
へ
の
対
応

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

Ø
役
割
を
明
確
に
す
る

Ø
閉
じ
た
質
問
で
狙
い
を
狭
め
る

Ø
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る

Ø
短
時
間
の
交
流
を
用
い
て
、
回
数
を
増
や
す

Ø
次
に
い
つ
交
流
を
持
つ
か
、
予
測
可
能
な
形
に
す
る

Ø
ど
う
い
う
状
況
で
も
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
す
る

9

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
工
夫
②

話
す
こ
と
が
難
し
い
時

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

Ø
聞
い
た
こ
と
を
振
り
返
る

Ø
言
葉
を
用
い
た
返
答
を
少
な
く
す
る

Ø
行
動
で
始
め
る

Ø
そ
の
人
が
普
段
過
ご
し
て
い
る
場
所
で
会
う

10

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
工
夫
③

壁
を
徐
々
に
切
り
崩
す

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

Ø
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
預
け
て
、
安
全
性

を
保
つ

Ø
提
案
し
た
い
こ
と
を
全
て
閉
じ
た
質

問
に
変
え
る

Ø
支
援
者
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
っ
て

良
い
こ
と
を
明
確
に
伝
え
る

Ø
自
分
自
身
の
興
味
を
伝
え
る

Ø
助
言
を
求
め
る

Ø
一
緒
に
す
る

Ø
短
時
間
で
頻
回
な
交
流

Ø
予
測
可
能
な
交
流

11

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
工
夫
④

危
険
な
こ
と
に
関
心
を
示
し
た
ら

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

Ø
1番
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
、
と
尋
ね
る

Ø
1番
良
い
と
こ
ろ
を
叶
え
る
他
の
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
と
尋
ね
る

Ø
同
じ
意
味
を
持
つ
他
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
探
る

Ø
興
味
の
対
象
を
絞
る

12
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適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る

•二
人
で
ペ
ア
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

•患
者
役
と
治
療
者
役
を
決
め
て
く
だ
さ
い

•患
者
役
の
人
は
治
療
者
役
の
人
に
内
緒
で
、
「
孤
立
し
て
い
る
」
「
壁
を

作
っ
て
い
る
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
」
「
危
険
性
の
高
い

こ
と
へ
の
興
味
」
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

•治
療
者
役
の
人
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
患
者
役
の

人
の
適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
や
り
と
り
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

13

あ
ら
ゆ
る
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
CT
-R

•認
知
行
動
療
法

•訪
問
看
護

•１
０
分
外
来

•保
護
室

•医
療
観
察
法
指
定
入
院

•学
校

•家
族

な
ど

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

14

埋
め
て
み
ま
し
ょ
う

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15

ビ
リ
ー
フ
（
信
念
、
思
い
込
み
）

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

16
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認
知
・
行
動
モ
デ
ル

「
辛
い
気
持
ち
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
人

の
生
活
状
況
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
の
見
極
め
や
解
釈
に
よ
る
」

19
21

-2
02

1

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

17

適
応
モ
ー
ド
の

最
中
に
活
性
化

す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
信
念

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

18

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

埋
め
て
み
ま
し
ょ
う

19

チ
ャ
レ
ン
ジ
１

陰
性
症
状

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

20
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思
考

気
持
ち

行
動

ビ
リ
ー
フ

通
底
す
る
思
い
込
み
（
信
念
）

認
知
療
法

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

21

思
い
込
み

（
ビ
リ
ー
フ
）

「
彼
は
わ
ざ
と
や
っ
た
」

「
こ
れ
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
だ
」

結
果

怒
り

無
関
心

や
り
過
ご
す

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

22

陰
性
症
状

•活
力
の
な
さ

•喜
び
の
減
退

•感
情
の
平
板
化

•思
考
の
貧
困

•う
つ
病
、
怠
け
者
、
仮
病
の
よ
う
に
見
え
る
場
合
も

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

23

陰
性
症
状
と
う
つ
の
違
い
？

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

陰
性
症
状
と
う
つ
の
共
通
点
？

24
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用
語
を
正
確
に
使
用
す
る

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

動
因
欠
如
（
am
ot
iva
tio
n）

快
感
の
欠
如
（
an
he
do
ni
a）

非
社
交
性
（
as
so
so
cie
ty
）

思
考
の
貧
困
（
alo
gi
a）

感
情
の
平
板
化
（
fla
t a
ff
ec
t）

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
困
難

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
困
難

人
と
交
流
す
る
こ
と
の
困
難

認
知
的
な
リ
ソ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
困
難

楽
し
み
や
喜
び
を
期
待
す
る
こ
と
の
困
難

欠
如

ア
ク
セ
ス
困
難

25

陰
性
症
状
の
基
底

に
あ
る
ビ
リ
ー
フ

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

26

陰
性
症
状
の
認
知
モ
デ
ル

神
経
認
知
的
欠
損

陽
性
症
状

非
機
能
的
思
い
込
み

「
物
事
を
う
ま
く
で
き
な
い
の
な
ら
ば
、

ほ
ぼ
そ
れ
を
や
る
意
味
は
な
い
」

「
努
力
の
甲
斐
が
な
い
」

「
そ
れ
は
で
き
な
い
」

「
私
に
は
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
」

「
統
合
失
調
症
だ
か
ら
で
き
な
い
」

「
そ
の
声
は
、
外
に
出
た
ら
怪
我
を
す
る

だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
」

CB
T

陰
性
症
状

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

27

陰
性
症
状
に
対
す
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略

•ゴ
ー
ル

•
自
己
評
価
、
自
己
効
力
感
、
自
己
価
値
の
改
善

•ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
心
理
教
育

•そ
の
人
と
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
ケ
ア
提
供
者
と
も

•活
動
記
録
表

•習
得
と
喜
び
の
瞬
間
を
強
調
す
る

•
「
多
く
の
人
が
グ
ル
ー
プ
に
行
っ
た
後
で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
っ

て
み
た
い
で
す
か
？
」

•
「
あ
な
た
は
他
の
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
し
ま
し
た
ね
」

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

28
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標
的
を
形
作
る

•協
働
的
に
そ
の
人
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
同
定
す
る

•協
働
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
の
人
に
関
与
す
る
こ
と
を
促
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
「
患
者
」

を
一
つ
の
チ
ー
ム
に
す
る

•彼
／
彼
女
が
目
指
す
も
の
は
何
か
そ
の
人
に
尋
ね
る

「
そ
れ
が
あ
な
た
に
達
成
で
き
る
こ
と
を
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？
」

•症
状
は
標
的
に
向
か
う
障
壁
と
し
て
映
る
よ
う
に
な
る

•
声
を
止
め
る

•
自
殺
念
慮
を
止
め
る

•
病
院
か
ら
退
院
す
る

•
仕
事
に
就
く

•広
大
な
目
標
は
、
よ
り
手
に
入
れ
や
す
い
具
体
的
な
標
的
と
し
て
分
解
さ
れ
う
る

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

29

標
的
を
形
作
る

窓
を
開
け
て
、
外
の
風
を
感
じ
る

窓
か
ら
見
え
る
公
園
で
縄
跳
び
を
し
て
み
る

ジ
ム
に
通
っ
て
み
る

ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
る

目
指
し
て
い
る
こ
と
に
向
か
う

ス
テ
ッ
プ

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

30

標
的
を
形
作
る

•短
期
間
の
目
標
は
具
体
的
な
活
動
計
画
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

Ø
日
々
の
活
動
計
画
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

そ
の
日
に
す
る
こ
と

し
た
か
ど
う
か

お
薬
を
飲
む

✔

ス
タ
ッ
フ
に
話
し
か
け
て
み
る

✔

公
園
に
出
か
け
る

１
日
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

31

標
的
を
形
作
る

•目
指
し
て
い
る
こ
と
に
向
け
た
進
捗
を
頻
回
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

•た
と
え
小
さ
な
改
善
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
強
化
を
提
供
す
る

•日
々
は
目
指
す
こ
と
に
向
か
う
進
歩
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

•例
：
退
院

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

32
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

記
録
表

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

33

陰
性
症
状
に
対
す
る
CT
-R

•そ
の
場
で
一
緒
に
体
験
す
る
（
ア
ク
セ
ス
）

•定
期
的
に
行
い
、
広
げ
て
い
く
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
）

•「
こ
の
人
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
？
」
（
発
展
さ
せ
る
）

•ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
人
生
を
組
織
化
す
る
原
理
と
な
る
（
実
現
す
る
）

•自
己
・
世
界
・
将
来
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
強
化
す

る
（
強
化
す
る
）

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

34

ポ
イ
ン
ト
：
陰
性
症
状
に
対
す
る
CT
-R

•明
る
く
、
粘
り
強
く

•「
治
療
」
の
よ
う
な
感
じ
が
少
な
い

•ど
ん
な
些
細
な
介
入
で
も
良
い

•進
歩
が
遅
く
て
も
挫
け
な
い

•す
ぐ
に
軌
道
に
乗
る
人
が
い
て
も
驚
か
な
い

15
/1
2/
20

23
リ
カ
バ
リ
ー
を
⽬
指
す
認
知
療
法
研
修
会

35
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

研
修
会

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

1

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

第
２
週

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ST
EP
1
ア
ク
セ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

陰
性
症
状

ST
EP
2
発
展
さ
せ
る

妄
想

ST
EP
3
実
現
す
る

幻
覚

ST
EP
4
強
化
す
る

思
考
障
害
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

前
半
50
分

休
憩
20
分

後
半
50
分

2

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

適
応
モ
ー
ド
発
展
さ
せ
る

15
/1
2/
20
23

3

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

CT
Rで
は
あ
え
て
、
「
目
標
」
で
は
な
く
「
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
る
。

•目
標
と
い
う
概
念
を
さ
ら
に
拡
げ
た
も
の
。

•適
応
モ
ー
ド
が
将
来
へ
と
広
が
り
、
希
望
が
生
ま
れ
る
。

•意
味
が
あ
り
、
そ
の
人
の
価
値
観
に
つ
い
て
の
洞
察
が
深
ま
る
。

•そ
の
人
が
自
己
概
念
と
し
て
望
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

•内
発
的
動
機
付
け
を
も
た
ら
す
。

•プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
＊
と
の
協
働
関
係
を
促
進
す
る
。

•治
療
の
ア
ン
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

•行
動
を
増
や
し
、
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
た
め
の
文
脈
や
理
由
を
も
た
ら
す
。

＊
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
：
そ
の
人
に
支
援
を
提
供
す
る
全
て
の
人
の
こ
と

15
/1
2/
20
23

4

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変
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臨
床
の
コ
ツ
（
注
意
点
）

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

欲
し
い
も
の
や
、
や
り
た
い
こ
と
を
人
と
一
緒
に
分
か
ち
合
う
に

は
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す

Po
in
ts

Ø
十
分
な
信
頼
関
係

Ø
そ
の
人
が
適
応
モ
ー
ド
で
あ
る
こ
と

15
/1
2/
20
23

5

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

6

発
展
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス

同
定
す
る

豊
か
に
す
る

長
期
的
な
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
背

景
に
あ
る
意
味
を

探
る

意
味
と
関
連
し
た

行
動
を
そ
の
時
に

行
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

7

プ
ロ
セ
ス
①

同
定
す
る

豊
か
に
す
る

長
期
的
な
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
背

景
に
あ
る
意
味
を

探
る

意
味
と
関
連
し
た

行
動
を
そ
の
時
に

行
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

8
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ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
特
定
す
る
方
法

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

•い
つ

適
応
モ
ー
ド
の
時

•何
を

望
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
何
を
し
て
、
何
を
得
る
か
？

15
/1
2/
20
23

9

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変

他
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
違
い
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ス
テ
ッ
プ

一
度
達
成
す
れ
ば
、
継
続
的
に
追
求
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
も
の
（
例
：
運
転
免

許
を
取
る
、
退
院
す
る
、
住
居
を
確
保
す
る
）
。

治
療
志
向
の
目
標

治
療
に
関
す
る
活
動
や
課
題
へ
の
対
処
の
み
に
基
づ
く
目
標
（
例
：
治
療
グ
ル
ー
プ

に
参
加
す
る
、
薬
を
飲
む
、
毎
日
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
）
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
除
去

望
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
も
、
望
ん
で
い
な
い
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
（
例
：
幻
聴
を

な
く
す
、
自
傷
を
や
め
る
、
断
酒
す
る
）
。

壮
大
な
願
望

妄
想
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
根
ざ
し
た
目
標
や
、
誰
に
と
っ
て
も
非
常
に
達
成
困
難

な
目
標
（
例
：
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
な
り
た
い
、
20
の
豪
邸
に
持
ち
た
い
、

死
ん
だ
人
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
）
。

遠
い
先
の
目
標

達
成
す
る
の
に
長
い
時
間
が
か
か
り
、
多
く
の
ス
テ
ッ
プ
を
必
要
と
す
る
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
例
：
起
業
家
ま
た
は
外
科
医
に
な
る
、
家
を
買
う
）
。

危
険
な
、
も
し
く
は
リ
ス
ク

の
高
い
目
標

自
分
自
身
や
他
者
を
傷
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
目
標
（
例
：
自
殺
す
る
、
薬
物
使
用

を
続
け
る
、
ま
た
は
薬
物
使
用
に
戻
る
）
。
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対
応
方
略
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

反
応

方
略

ス
テ
ッ
プ

「
次
は
何
を
？
」
と
質
問
を
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
除
去

「
次
は
何
を
？
」
と
質
問
を
す
る

壮
大
な
願
望

意
味
を
明
ら
か
に
す
る

遠
い
先
の
目
標

意
味
を
明
ら
か
に
す
る

治
療
志
向
の
目
標

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
、
「
次
は
何
を
？
」
と
い
う
質
問

危
険
な
、
も
し
く
は
リ
ス
ク

の
高
い
目
標

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
、
意
味
に
つ
い
て
内
省
を
深
め
共
感
す
る
、
一
緒
に
取
り
組
め

る
標
的
の
設
定
、
安
全
性
の
評
価

15
/1
2/
20
23

11

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

最
適
な
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
同
定
す
る
た
め
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

「
も
し
す
べ
て
が
あ
な
た
の
望
む
よ
う
に
な
っ
た

と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？
」

反
応
あ
り

引
き
こ
も
る
、

「
わ
か
ら
な

い
」
、
漠
然

と
し
た
ア
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
示
す

ス
テ
ッ
プ

適
応
モ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
同
定
す
る

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ

の
除
去

治
療
志
向
の

目
標

壮
大
な
願
望

危
険
な
リ
ス
ク

の
高
い
目
標

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
豊
か
に
す
る

「
次
は
何

を
？
」
質
問

ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ

そ
の
意
味
を
明

ら
か
に
す
る

意
味
を
明
ら
か

に
し
共
感
す
る

一
緒
に
取
り

組
め
る
標
的

を
決
め
る

安
全
性
を
評
価

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23
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プ
ロ
セ
ス
②

同
定
す
る

豊
か
に
す
る

長
期
的
な
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
背

景
に
あ
る
意
味
を

探
る

意
味
と
関
連
し
た

行
動
を
そ
の
時
に

行
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

13

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
重
要
な
理
由

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

・
・
・
例
え
ば

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
前
に
計
画
を
立
て
た
り
、
問
題
解

決
に
焦
点
化
す
る
と
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
。

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

•
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
不
快
な
情
動
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
込

み
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
場
面
で
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。

•
自
分
に
は
無
理
だ
、
今
は
ま
だ
準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
や

め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

•
あ
ら
か
じ
め
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
す
る

力
を
長
所
へ
と
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

15
/1
2/
20
23

14

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変

夢
を
鮮
明
に
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

Ø
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
て
鮮
明
に
想
像
し
ま
し
ょ
う
（
リ
カ
バ
リ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
）
。
夢
を
鮮
明
に
す
る
経
験
を
積
む
た
め
に
、
質
問
を

用
い
て
詳
細
ま
で
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

例
：
一
日
を
ど
ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
人
と
出
会
う
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
ふ
う
に
感
じ
る
で

し
ょ
う
か
。
何
が
見
え
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
に
お
い
が
す
る
で
し
ょ
う
か
。

Ø
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
し
た
と
き
に
感
じ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

情
動
を
引
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

例
：
恋
人
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
（
表
情
に
着
目
し
て
）
話
し
て
い
て
笑
顔
に
な
ら
れ
ま
し
た

ね
、
考
え
た
だ
け
で
う
れ
し
い
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。
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/1
2/
20
23

15

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
豊
か
に
す
る
た
め

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

イ
メ
ー
ジ
と
五
感
を
通
し
て
豊
か
に
す
る

豊
か
に
す
る
こ
と
が
適
応

モ
ー
ド
を
活
性
化
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
同

定
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意

味
を
理
解
す
る

豊
か
に
す
る
こ
と
が
適
応

モ
ー
ド
を
活
性
化
し
な
い

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
何
に
、
ど
こ
で
、
誰

と
関
係
し
て
い
る
か
を
同
定
す
る

そ
れ
は
ど
う
見
え
る
だ
ろ
う
か
。

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る

適
応
モ
ー
ド
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会
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プ
ロ
セ
ス
③

同
定
す
る

豊
か
に
す
る

長
期
的
な
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
背

景
に
あ
る
意
味
を

探
る

意
味
と
関
連
し
た

行
動
を
そ
の
時
に

行
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

17

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
を
同
定
す
る

質
問
例

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

•ど
の
よ
う
な
部
分
が
最
も
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

•そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
？

•他
の
人
た
ち
は
あ
な
た
を
ど
の
よ
う
に
見
る
で
し
ょ
う
か
？

•そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
？

15
/1
2/
20
23

18

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー

「
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
」
の
資
料
を
改
変

ア
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
意
味

を
特
定
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意

味
を
理
解
す
る

そ
れ
を
達
成
す
る
と
、

あ
な
た
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
か
？

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
同
定
す
る

ど
の
よ
う
な
気
分
に
な

る
で
し
ょ
う
か
？

他
の
人
は
あ
な
た
を
ど

の
よ
う
に
見
で
し
ょ
う

か
？

一
番
良
い
と
こ
ろ
は
何

で
す
か
？

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
豊

か
に
す
る

適
応
モ
ー
ド
へ
ア
ク
セ
ス

重
要
な
価
値
を
同
定
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ

い
て
話
す
こ
と
で
適
応
モ
ー
ド
が

活
性
化
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ

い
て
話
し
会
っ
て
も
適
応
モ
ー
ド

が
活
性
化
し
な
い
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会
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埋
め
て
み
ま
し
ょ
う リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23
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ビ
リ
ー
フ
（
信
念
、
思
い
込
み
）

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

21

ビ
リ
ー
フ
に
影
響
を
与
え
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

自
分
が
体
験
し
た
こ
と
し
か
信
じ
な
い
と
し
た
ら
？

直
接
体
験
し
て
も
ら
う

・
行
動
実
験

・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

教
育
、
宗
教
、
歴
史

・
問
い
を
立
て
る

・
検
証
す
る

Y
E
S

N
O

「
誰
も
信
じ
ら
れ
な
い
！

私
は
自
分
の
目
で
見
た
も
の
し
か
信
じ
な
い
！
」

15
/1
2/
20
23

22

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

直
接
体
験
し
て
も
ら
う

・
行
動
実
験

・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

教
育
、
宗
教
、
歴
史

・
問
い
を
立
て
る

・
検
証
す
る

CT
-R

Ø
そ
の
人
と
一
緒
に

Ø
過
ご
す
と
こ
ろ
で

Ø
ア
ク
シ
ョ
ン

そ
し
て
、

Ø
誘
導
す
る
質
問

15
/1
2/
20
23

23

埋
め
て
み
ま
し
ょ
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

24
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チ
ャ
レ
ン
ジ
２

妄
想

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

25

精
神
病
に
対
す
る
認
知
療
法
(N
els
on
, 2
00
5)

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
会
話
や
交
流
は
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
全
般
に
対
し
て
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
」

q
逸
脱
行
動
を
減
ら
す

q
治
療
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る

q
症
状
を
軽
減
す
る

q
リ
カ
バ
リ
ー
を
加
速
す
る

q
相
手
へ
の
理
解
を
深
め
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

26

こ
う
し
た
人
々
と
一
緒
に
取
り
組
む
上
で
の

ポ
イ
ン
ト

q
あ
ら
ゆ
る
交
流
は
介
入

q
感
情
移
入
em
pa
th
y（
と
同
時
に
い
つ
も
そ
れ
が
可
能
で
は
な
い
と
い
う
認
識
）

q
良
い
人
間
関
係
（
ラ
ポ
ー
ト
）
の
確
立

q
自
分
自
身
の
思
い
込
み
や
偏
見
に
対
す
る
気
づ
き

q
目
標
と
リ
カ
バ
リ
ー
へ
の
注
目

q
柔
軟
さ

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

27

関
与
で
き
な
く
な
る
最
大
の
予
測
因
子
と
は

v
感
情
移
入
、
共
感

上
手
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
あ
る
個
人
的
な
特
徴
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の

ü
し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
一
度
も
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
こ
と
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
感
情
移
入
し
た
ら
よ
い
の
か
？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

28
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感
情
移
入
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
コ
ツ

•い
つ
も
そ
の
人
が
感
じ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
、
理
解
し
た
り
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
へ
の
気
付
き

•体
験
す
る
こ
と
が
嬉
・
し
い
（
く
な
い
）
、
も
し
く
は
歓
迎
し
て
・
い
る
（
い
な
い
）

か
ど
う
か
を
尋
ね
る

「
動
揺
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
は
あ
な
た
に
と
っ
て
耐
え
難
い
で
す
か

？
」

•思
い
込
み
が
真
実
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
人
が
思
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
人
の
区
別
を
し
な
い

•あ
な
た
が
妄
想
に
頻
回
に
接
し
て
い
る
と
「
感
情
移
入
で
き
に
く
く
な
っ
て
く
る
」
と

い
う
こ
と
へ
目
を
向
け
よ
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

29

感
情
移
入
し
て
い
る
と
表
す
コ
ツ

•気
付
き
：
「
あ
り
え
な
い
」
あ
る
い
は
「
馬
鹿
げ
た
」
妄
想
に
感
情
移
入
し
な
く
な

っ
た
、
と
感
じ
て
い
る

•気
付
き
：
説
明
で
論
破
し
な
が
ら
共
感
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
感
情
移
入
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る

•「
不
信
任
」
、
「
解
任
」
は
低
く
見
積
も
ら
れ
た
、
無
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚

、
そ
し
て
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
怒
り
を
引
き
起
こ
す

•思
い
込
み
が
強
力
な
場
合
に
は
、
根
拠
が
そ
の
人
を
思
い
込
み
か
ら
外
す
た
め
の
説

得
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

30

告
げ
る
の
で
は
な
く
、
尋
ね
る

•人
は
自
分
の
思
い
込
み
を
頑
な
に
保
持
し
て
い
る
も
の
だ

•そ
の
人
が
信
じ
て
い
る
根
拠
や
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る

•そ
の
人
の
水
準
で
取
り
組
む

•関
係
性
の
構
築
の
促
進

•求
め
に
な
い
思
い
込
み
を
強
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
控
え
る

•「
～
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
「
～
し
よ
う
」
「
あ
れ
は
し
な
い
」
、
を
控
え
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

31

尋
ね
る
方
法

Ø
昨
日
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
気
持
ち
に
対
処
す
る
方
法
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
あ
な
た
の
お
話
の
中
で
、
心

を
鎮
め
る
上
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
？

Ø
薬
物
療
法
が
あ
な
た
の
役
に
立
つ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て

あ
な
た
が
お
考
え
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ø
こ
の
こ
と
が
あ
な
た
を
不
安
に
さ
せ
る
よ
う
で
す
ね
。
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

、
何
か
心
を
楽
に
す
る
上
で
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

32
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認
知
的
な
感
情
移
入

•そ
の
人
の
思
い
込
み
／
観
点
と
一
致
す
る
仕
組
み
で
、
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
能
力
の
こ
と

•そ
の
人
の
言
語
体
系
を
用
い
る

•中
立
的
な
質
問
で
尋
ね
て
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の
自
然
な
好
奇
心
を
活
用
す
る

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」

「
人
が
あ
な
た
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
が
わ
か
り
ま
す
か
？
」

「
人
が
あ
な
た
の
こ
と
を
ど
う
言
っ
て
い
る
か
、
何
か
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
？
」

「
ど
う
す
れ
ば
～
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

33

認
知
的
な
感
情
移
入
を
表
現
す
る

q
直
面
化
を
強
い
な
い
：
思
い
込
み
を
強
化
し
な
い

q
そ
の
代
わ
り
に
考
え
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
：
今
ま
で
・
・
・
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

q
以
下
の
想
定
を
し
な
い

o
あ
ら
ゆ
る
体
験
は
「
病
」
の
一
部
で
あ
る

o
「
洞
察
」
は
い
つ
も
有
益
な
も
の
だ

o
医
学
的
説
明
が
最
も
よ
い
、
も
し
く
は
ま
さ
に
不
可
欠

q
言
葉
の
選
択
や
声
の
ト
ー
ン
に
対
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
な
ろ
う

!
い
つ
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
が
話
し
か
け
て
い
る
と
考
え
始
め
ま
し
た
か
？

"
お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

!
な
ぜ
、
看
護
師
さ
ん
が
そ
う
い
っ
た
時
に
そ
こ
ま
で
あ
な
た
は
動
揺
し
た
の
で
す
か
？

"
看
護
師
さ
ん
の
言
っ
た
こ
と
の
何
が
そ
こ
ま
で
動
揺
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

34

つ
ま
り
最
終
的
に
は

私
た
ち
自
身
の
思
い
込
み
を
評
価
し
よ
う

感
情
移
入
が
な
く
な
っ
た
場
面
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
な
ろ
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

35

妄
想
の
認
知
モ
デ
ル リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

36
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そ
の
人
の
気
持
ち
を
承
認
し
な
が
ら

妄
想
に
取
り
組
む

q
「
思
い
込
み
」
の
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
内
で
の
働
き
か
け

•
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

•
感
情
移
入
の
表
現
を
増
や
す

•
協
調
性
と
関
係
性
と
を
高
め
る

•
「
よ
り
強
固
に
複
雑
に
な
る
」
と
思
い
込
む
の
を
や
め
る

•
自
然
な
質
問
を
賦
活
す
る

q
そ
の
妄
想
に
対
す
る
内
省
は
い
つ
も
有
益
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
た
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

37

ど
の
よ
う
に
し
て
思
い
込
み
の
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
内
で

私
た
ち
が
働
き
か
け
を
す
る
か
？

q
聴
く
、
認
め
る
、
ま
と
め
る
、
感
情
移
入
す
る

q
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
質
問
で
尋
ね
る
＆
自
然
な
関
心
を
向
け
る

q
「
な
ぜ
？
」
と
聞
く
こ
と
を
避
け
る

q
穏
や
か
に
事
実
検
証
を
す
る

•
想
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
3C
s(
Ca
tc
h:
キ
ャ
ッ
チ
,C
he
ck
:チ
ェ
ッ
ク
,C
ol
lec
t:コ
レ
ク

ト
）

q
ス
ト
レ
ー
ト
に
挑
ま
な
い

q
差
異
に
賛
同
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

38

自
然
な
質
問
で
尋
ね
る
方
法

q
あ
な
た
に
と
っ
て
自
然
な
関
心
を
活
用
す
る

•
「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」

•
「
何
が
き
っ
か
け
で
、
人
が
あ
な
た
の
こ
と
を
話
し
し
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
か
？
」

•
「
そ
の
人
た
ち
が
あ
な
た
の
こ
と
を
ど
う
言
っ
て
い
る
か
知
っ
て
ま
す
か
？
」

•
「
ど
う
言
え
そ
う
で
す
か
？
」

q
口
調
の
重
要
性

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

39

「
あ
な
た
私
の
こ
と
信
じ
て
ま
す
？
」

q
前
も
っ
て
あ
な
た
の
返
答
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う

q
正
直
で
疑
い
よ
う
の
な
さ
が
重
要

•
「
あ
な
た
が
私
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
私
に
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
実
に
あ
な
た
に
と
っ
て
辛
い
こ
と
の
よ
う
で
、
私
が
そ
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

望
ん
で
い
ま
す
」
（
ベ
ッ
ク
）

q
相
手
に
よ
っ
て
異
な
る
か
も
し
れ
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

40
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感
情
移
入
し
て
、
同
意
は
し
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

41

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
感
覚
を
推
進
す
る

•パ
ラ
ノ
イ
ア
（
被
害
妄
想
）
は
デ
ィ
ス
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
気
持
ち
の
引
き
金
を
引
く

•そ
の
人
が
被
害
妄
想
を
抱
く
人
が
そ
の
人
に
対
し
て
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
持

た
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
が
自
分
自
身
を
エ
ン
パ
ワ
ー
し
て
み
よ
う
と
試

み
ら
れ
る
よ
う
促
す

「
あ
の
患
者
が
あ
な
た
に
対
し
て
汚
ら
し
い
視
線
を
向
け
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
時
は
、
あ

な
た
が
か
な
り
辛
そ
う
に
し
て
い
る
こ
と
を
私
は
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
彼
女
が
考
え
て
い

る
こ
と
が
あ
な
た
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
私
は
不
思
議
な
ん
で
す
。
も
し

あ
な
た
が
そ
れ
を
た
だ
振
り
払
う
だ
け
に
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
私
は

力
強
い
、
良
い
人
間
だ
。
他
の
人
が
私
の
こ
と
を
ど
う
思
お
う
と
関
係
な
い
」
と
自
分
自
身
に
言

っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

42

ア
イ
デ
ア
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

q
そ
の
人
の
体
験
に
対
し
て
代
わ
り
と
な
る
説
明
を
「
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
」

「
そ
の
患
者
は
、
（
あ
な
た
を
い
じ
め
る
目
的
と
は
対
照
的
に
）
歩
行
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
に

、
間
違
っ
て
あ
な
た
に
ぶ
つ
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
（
あ
な
た
の
こ
と
を
笑
っ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
）
そ
の
内
の
一
人
が

冗
談
を
言
っ
た
か
ら
、
笑
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
か
？
」

「
他
の
方
法
で
そ
れ
を
見
る
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
あ
ら
ゆ
る
人
が
あ
な
た
の
こ
と
を
傷
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
と
あ
な
た
は
お
感
じ
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
こ
と
を
助
け
よ
う

と
し
て
い
る
人
は
誰
か
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

ü
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
人
が
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
に
押
し
付
け
な
い

。
そ
う
し
た
場
合
、
お
そ
ら
く
は
疑
い
の
種
を
蒔
い
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

43

認
知
再
構
成

3C
s

q
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
（
C
at
ch
it）
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
（
C
he
ck
t
it）
、
整
え
る
（

C
or
re
ct
it）

q
現
状
点
検
テ
ク
ニ
ッ
ク

•
「
何
が
実
際
で
、
何
が
事
実
で
な
い
の
か
あ
な
た
が
掴
め
る
お
手
伝
い
と
し
て
」

•
「
辛
く
／
動
揺
さ
せ
る
状
況
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
」

•
「
あ
な
た
の
考
え
は
健
康
的
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
方
法
」

q
全
て
の
人
が
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

44
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認
知
再
構
成

ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
か
？

（
辛
い
、
も
し
く
は
動

揺
さ
せ
る
状
況
を
描
写

し
よ
う
）

ス
テ
ッ
プ
１

ど
う
し
ま
し
た
か
？

ー
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う

•
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
か
？
自
分
自
身

に
対
し
て
ど
う
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
か
？

•
ど
ん
な
こ
と
が
心
に
よ

ぎ
り
ま
し
た
か
？

ス
テ
ッ
プ
２

ー
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

•
あ
な
た
の
お
考
え
は
完
璧
に
正
し
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
に
沿
う
証
拠
、
ま
た

は
反
す
る
証
拠
と
し
て
何
が
あ
り
ま
す

か
？
他
に
あ
り
得
る
説
明
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

•
そ
れ
は
あ
な
た
が
目
指
す
こ
と
に
向
か

っ
て
助
け
て
く
れ
て
い
ま
す
か
？

•
そ
れ
は
あ
な
た
の
気
持
ち
を
楽
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
か
？

ス
テ
ッ
プ
３

ー
整
え
よ
う

あ
な
た
の
考
え
を
、
よ

り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

、
目
指
し
て
い
る
こ
と

や
気
持
ち
に
役
立
つ
も

の
に
整
え
よ
う

「
彼
ら
が
私
に
毒
を
も

っ
て
い
る
ん
で
す
」

「
食
事
の
味
が
お
か
し

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
病

院
が
私
に
毒
を
も
っ
て

い
る
ん
で
す
。
」

「
た
だ
変
な
味
だ
。
し
っ
か
り
し
た
証

拠
は
な
い
。
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
し
、
食
事
が
た
だ
適
切
に

料
理
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な

い
。
私
の
気
持
ち
が
追
い
詰
め
ら
れ
て

食
べ
な
く
な
る
か
ら
、
毒
を
守
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
の
は
役
に
立
た
な
い
」

「
病
院
が
食
事
に
毒
を

も
っ
て
い
な
い
と
い
う

可
能
性
が
あ
る
。
少
し

味
が
出
て
お
ら
ず
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
か
ら
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
病

院
は
人
を
助
け
る
た
め

に
あ
り
、
傷
つ
け
る
た

め
に
は
な
い
」

も し そ う じ ゃ な か っ た ら ？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

45

行
動
実
験

•思
い
込
み
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
の
情
報
収
集
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

•思
い
込
み
：
「
み
ん
な
私
の
こ
と
を
殺
し
た
が
っ
て
い
る
」

•実
験
：
「
ほ
ん
の
数
分
だ
け
グ
ル
ー
プ
に
行
っ
て
み
て
、
ど
う
な
る
か
見
て
み
る
と
い

う
の
は
い
か
が
で
す
か
？
今
日
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
安
全
な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
予
定
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

46

コ
ー
ピ
ン
グ
方
略

•「
統
合
失
調
症
に
対
す
る
認
知
療
法
は
、
そ
の
人
が
精
神
病
症
状
と
不
快
な
気
持
ち
を

よ
り
効
果
的
に
対
処
す
る
援
助
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る

•ス
キ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
の
人
が
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
を
強
調
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

47

コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上

q
す
で
に
あ
る
方
略
に
つ
い
て
尋
ね
る

•
「
こ
の
よ
う
に
感
じ
た
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
？
」

•
「
あ
な
た
が
し
て
い
る
こ
と
で
何
か
そ
の
声
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ど
う
な
り
ま
す
か

？
」

q
そ
れ
を
洗
練
し
た
り
、
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

•
「
ど
れ
ぐ
ら
い
う
ま
く
い
き
ま
す
か
？
」

•
「
あ
る
場
所
で
は
他
の
場
所
よ
り
も
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

48
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コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上

q
そ
れ
は
よ
り
定
期
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

•
「
い
つ
も
そ
れ
を
用
い
て
い
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
時
々
忘
れ
ま
す
か
？
」

q
そ
の
人
と
一
緒
に
改
善
に
つ
い
て
話
し
合
お
う

•
「
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
と
声
に
役
立
つ
と
気
付
か
れ
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？
」

•
「
も
し
も
っ
と
頻
繁
に
そ
れ
を
活
用
し
た
ら
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

49

妄
想
に
対
す
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略

q
ス
ト
レ
ス
は
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く

•
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
方
略
を
教
え
て
、
実
践
し
て
、
想
起
さ
せ
る

q
人
や
環
境
を
変
え
て
、
注
意
を
他
の
こ
と
に
逸
ら
す

q
社
会
的
な
、
行
為
／
交
流
／
身
体
的
活
動
を
増
や
す

q
３
C
s

•
そ
の
人
が
自
身
の
思
い
込
み
を
あ
な
た
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
促
す

•
「
次
に
他
の
患
者
が
あ
な
た
の
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
私
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

50
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

研
修
会

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

1

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

第
3週

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ST
EP
1
ア
ク
セ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

陰
性
症
状

ST
EP
2
発
展
さ
せ
る

妄
想

ST
EP
3
実
現
す
る

幻
覚

ST
EP
4
強
化
す
る

思
考
障
害
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

前
半
50
分

休
憩
20
分

後
半
50
分

2

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

適
応
モ
ー
ド
を
実
現
す
る

目
的
意
識
 s
en
se
 o
f p
ur
po
se

(H
ar
di
ng
, 2
01
9)
 

15
/1
2/
20
23

3

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
人
々
が
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
た
ど
り
着
く
の
に
役
立
つ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ま
た
は

q
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
に
あ
る
意
味
を
実
現
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

15
/1
2/
20
23

4
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

1.
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
見
直
す
こ
と

2.
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
テ
ッ
プ
へ
と
分
解
す
る
こ
と

3.
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
行
動
を
計
画
す
る
こ
と

4.
進
捗
と
達
成
の
過
程
を
確
認
す
る
こ
と

例
「
毎
日
朝
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
こ
と
で
、
将
来
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る
と
い
う
夢

に
少
し
ず
つ
近
づ
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
た
い
。
」

15
/1
2/
20
23

5

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ü
交
流
の
た
び
に
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認
す
る

ü
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
る

ü
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
記
録
表
を
活
用
す
る

ü
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
は
少
し
ず
つ
構
築
す
る

ü
進
捗
を
評
価
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
か
ら
結
論
を
導
き
出
す

15
/1
2/
20
23

6

交
流
の
度
に
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認
す
る

ü
「
毎
日
デ
イ
ケ
ア
に
通
っ
て
、
再
入
院
す
る
こ
と
な
く
一

人
暮
ら
し
を
3ヶ
月
間
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
改
め
て

お
聞
き
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
の
魅

力
的
な
点
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？
」

ü
「
入
院
中
、
以
前
の
よ
う
に
学
校
に
通
っ
て
友
達
を
作
り

た
い
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
は

今
で
も
あ
な
た
に
と
っ
て
1番
大
切
な
こ
と
で
す
か
？
特

に
思
い
出
す
の
は
、
毎
日
充
実
し
て
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
特
に
大
切
な
の
だ
と
あ

な
た
は
お
話
し
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
あ
っ
て
い
ま
す
か
？
」 リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

敗
北
者
の
思
い
込
み

•
「
ど
う
せ
う
ま
く
い
か
な
い

に
決
ま
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
そ
こ
ま
で
す
る
の
？
」

•
「
そ
こ
ま
で
頑
張
れ
な
い
」

15
/1
2/
20
23

7

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
テ
ッ
プ
に
分
解
す
る

例

他
の
人
が
い
る
場
所
で
、
音
楽
を
楽
し
む

問
題
解
決
：
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

退
院
し
て
、
作
業
所
で
過
ご
す

問
題
解
決
：
再
焦
点
化
ス
キ
ル
の
練
習

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味

Ø
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
で
あ
る

Ø
人
を
喜
ば
せ
る

Ø
影
響
力
を
持
つ

Ø
認
め
て
く
れ
る
人
が
い
る

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏
す
る

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る 8
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
記
録
表

の
活
用

日
曜
日

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
:

意
味
:

CT
-R
 週
間
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
計
画

Fr
om
 R
ec
ov
er
y-
Or
ie
nt
ed
 C
og
ni
tiv
e 
Th
er
ap
y 
fo
r S
er
io
us
 M
en
ta
l H
ea
lth
 C
on
di
tio
ns
 b
y 
Aa
ro
n 
T.
 B
ec
k,
 P
au
l 

Gr
an
t, 
El
le
n 
In
ve
rs
o,
 A
ar
on
 P
. B
rin
en
, a
nd
 D
im
itr
i P
er
ivo
lio
tis
. C
op
yr
ig
ht
 ©
 2
02
1 
Th
e 
Gu
ilf
or
d 
Pr
es
s. 

Pe
rm
iss
io
n 
to
 p
ho
to
co
py
 th
is 
m
at
er
ia
l is
 g
ra
nt
ed
 to
 p
ur
ch
as
- e
rs
 o
f t
hi
s 
bo
ok
 fo
r p
er
so
na
l u
se
 o
r u
se
 w
ith
 

cl
ie
nt
s 
(s
ee
 c
op
yr
ig
ht
 p
ag
e 
fo
r d
et
ai
ls)
. P
ur
ch
as
er
s 
ca
n 
do
wn
lo
ad
 a
dd
iti
on
al
 c
op
ie
s 
of
 th
is 
m
at
er
ia
l (
se
e 
th
e 

bo
x 
at
 th
e 
en
d 
of
 th
e 
ta
bl
e 
of
 c
on
te
nt
s)
.

ミ
ー
ニ
ン
グ

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
達
成
す
る
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ

q
規
模
も
よ
り
広
が
り
を
も
っ
て
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
受
験
勉
強
、

就
職
な
ど
）

q
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
意
味
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
目
的
を

一
緒
に
確
認
す
る

15
/1
2/
20
23

9

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
は
少
し
ず
つ
構
築
す
る

最
大
限
効
果
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
を
計
画
す
る

q
成
功
を
確
か
め

q
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
の
目
的

一
日
中
充
実
し
て
過
ご
す

い
つ
も
活
動
的
で
あ
る
こ
と

超
過
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
リ
ス
ク

ü
計
画
さ
れ
た
課
題
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
落
胆
、
も
ど
か
し
さ

ü
敗
北
者
の
思
い
込
み
の
引
き
金

≠

15
/1
2/
20
23

10

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為
か
ら
結
論
を
引
き
出
す

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
記
録
表
等
に
）
チ
ェ
ッ

ク
し
、
確
認
す
る

q
周
囲
か
ら
称
賛
を
受
け
る

→
望
む
人
生
へ
向
か
っ
て
い
る
、
今
日
の
行
動
が
そ
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
わ
か
る

標
的
と
な
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念

ü
計
画
す
る
と
ア
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
達
成
で
き
る

ü
有
意
義
な
行
動
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
産
む

ü
有
意
義
な
行
動
と
気
分
は

つ
な
が
っ
て
い
る

ü
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
ご
と
に

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る

15
/1
2/
20
23

11

ビ
リ
ー
フ
（
信
念
、
思
い
込
み
）

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

12
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コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
（
区
分
け
モ
デ
ル
）
か
ら

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
（
全
人
的
モ
デ
ル
）
へ

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

“In
 c
on
tra
st
 to
 th
is 
co
m
pa
rtm
en
ta
liz
ed
 a
pp
ro
ac
h,
 o
ur
 h
ol
ist
ic 
m
od
el 

vie
w
s 
th
e 
in
di
vid
ua
l a
s 
un
iq
ue
̶
w
ith
 s
pe
cif
ic 
as
pi
ra
tio
ns
, y
ea
rn
in
gs
, 

an
d 
ne
ed
s. 
M
or
eo
ve
r, 
th
is 
m
od
el 
is 
ba
se
d 
on
 th
e 
as
su
m
pt
io
n 
th
at
 

in
di
vid
ua
ls 
fu
nc
tio
n 
in
 u
ni
ty
. T
he
 b
as
ic 
op
er
at
io
ns
 in
clu
di
ng
 c
og
ni
tio
n,
 

af
fe
ct
, a
nd
 m
ot
iva
tio
n 
ar
e 
un
ifi
ed
 a
nd
 fu
nc
tio
n 
sy
ne
rg
ist
ica
lly
. T
he
 

co
nt
en
t o
f t
hi
s 
fu
nd
am
en
ta
l p
ar
ad
ig
m
 o
f c
og
ni
tio
n,
 a
ff
ec
t, 
an
d 

m
ot
iva
tio
n 
is 
ex
pr
es
se
d 
th
ro
ug
h 
m
od
es
 w
hi
ch
 a
re
 s
pe
cif
ic 
st
at
es
 th
at
 

ar
e 
at
tu
ne
d 
to
 th
e 
de
m
an
ds
 o
f t
he
 s
itu
at
io
n 
as
 w
ell
 a
s 
th
e 
in
di
vid
ua
ls’
 

ne
ed
s.”

「
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
（
注
統
合
失
調
症
の
神
経
認
知
機
能

検
査
な
ど
）
と
は
対
照
的
に
、
我
々
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
は
そ
の
人
の
こ
と
を
、
特

有
の
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
憧
れ
、
欲
求
を
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
一
人
の
人
と
し
て
み
な
す
。

さ
ら
に
こ
の
モ
デ
ル
は
、
個
々
人
は
統
一
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
い

る
。
認
知
、
感
情
、
そ
し
て
動
機
に
関
連
す
る
基
礎
的
操
作
は
、
相
乗
的
に
統
一
さ
れ
て
、

機
能
す
る
。
認
知
、
感
情
そ
し
て
動
機
と
い
う
こ
の
土
台
と
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
内
容
は
、

そ
の
人
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
状
況
的
な
要
請
と
調
和
し
た
特
定
の
容
態
と
し

て
の
モ
ー
ド
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
」

15
/1
2/
20
23

13

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
込
み
を
置
き
換
え
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

思
い
込
み

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

信
念

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

思
い
込
み

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

CT
-R

そ
の
人
を
区
分
け
し
て
理
解

す
る
と
・
・
・

統
一
さ
れ
た
一
人
の
人
全
体

を
見
る
こ
と
で
・
・
・

15
/1
2/
20
23

14

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
込
み
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

そ
れ
と
関
連
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
向
か
っ
て
い
く
際
に
阻
害
因
子
と
な
る
場
合
に

の
み
取
り
組
む

15
/1
2/
20
23

15

埋
め
て
み
ま
し
ょ
う

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

16
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

埋
め
て
み
ま
し
ょ
う

15
/1
2/
20
23

17

チ
ャ
レ
ン
ジ
③

幻
聴

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

18

認
知
的
な
欠
如

認
知
的
な
乖
離 認
識
上
の
失
敗

遺
伝
子
的
な
脆
弱
性
に
よ
り
、
注
意
や

記
憶
、
遂
行
機
能
、
処
理
速
度
の
障
害

が
起
こ
る
。
た
だ
し
、
相
対
的
に
生
活

に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
そ
の
人
が
解

放
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
た
障
害
を

代
償
し
て
、
行
動
は
正
常
に
見
え
る

幻
覚
妄
想
の
発
生

認
知
的
資
源
が
不
足
し
て
い
る

た
め
に
、
幻
覚
妄
想
を
現
実
的

に
評
価
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ

て
い
る

精
神
病
に
向
か
う
経
路

相
互
作
用

遺
伝
子
的
要
素
、
環
境
的
要
素
、
心
理
社
会
的
要
素
、
認
知
的
要
素

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
の
認
知
理
論

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

19

相
互
作
用

遺
伝
子
的
要
素
、
環
境
的
要
素
、
心
理
社
会
的
要
素
、
認
知
的
要
素

認
知
的
な
欠
如

認
知
的
な
乖
離 認
識
上
の
失
敗

充
填
す
べ
き
認
知
的
資
源
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
た
ら
、
 顕
著
な
情
報
処
理
能

力
の
衰
退
と
共
に
、
も
う
そ
れ
以
上
は

自
身
の
障
害
を
補
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
前
頭
葉
の
ド
ー
パ
ミ
ン
活
性
の

影
響
で
そ
の
人
は
異
様
な
感
覚
体
験
を

経
験
し
、
幻
覚
妄
想
が
発
生
す
る
。
認

知
的
資
源
に
対
す
る
負
荷
に
よ
り
、
そ

の
人
の
現
実
検
討
能
力
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
幻
覚
妄
想
を
そ
れ
と
し

て
放
っ
て
お
け
な
い

幻
覚
妄
想
の
発
生

認
知
的
資
源
が
不
足
し
て
い
る

た
め
に
、
幻
覚
妄
想
を
現
実
的

に
評
価
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ

て
い
る

精
神
病
に
向
か
う
経
路

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
の
認
知
理
論

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

20
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相
互
作
用

遺
伝
子
的
要
素
、
環
境
的
要
素
、
心
理
社
会
的
要
素
、
認
知
的
要
素

認
知
的
な
欠
如

認
知
的
な
乖
離 認
識
上
の
失
敗

最
終
的
に
は
、
認
知
的
資
源
へ
の
要
請

が
高
く
な
り
す
ぎ
て
、
そ
の
人
は
全
面

的
な
幻
覚
妄
想
を
体
験
す
る

幻
覚
妄
想
の
発
生

認
知
的
資
源
が
不
足
し
て
い
る

た
め
に
、
幻
覚
妄
想
を
現
実
的

に
評
価
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ

て
い
る

精
神
病
に
向
か
う
経
路

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
の
認
知
理
論

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

21
15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

22

「
幻
聴
体
験
」
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

1.
２
人
ペ
ア
に
な
り
ま
す

2.
一
人
が
「
患
者
」
役
、
も
う
一
人
が
「
幻
聴
」
役
に
な
り
ま
す

3.
「
患
者
」
役
の
人
は
１
日
の
出
来
事
を
日
記
に
書
い
て
く
だ
さ
い

4.
「
幻
聴
」
役
の
人
は
、
で
き
る
だ
け
「
患
者
」
役
の
人
が
不
愉
快

な
思
い
を
し
そ
う
な
発
言
を
次
々
耳
元
で
囁
い
て
く
だ
さ
い

5.
「
患
者
」
役
の
人
か
ら
、
幻
聴
を
体
験
し
た
感
想
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
す

6.
ペ
ア
を
交
代
し
ま
す

15
/1
2/
20
23

23

幻
聴
の
認
知
モ
デ
ル

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

24
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幻
覚
に
取
り
組
む

•聴
く
、
認
め
る
、
ま
と
め
る
、
感
情
移
入
す
る

•ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
質
問
で
尋
ね
る
＆
自
然
な
関
心
を
向
け
る

•「
な
ぜ
？
」
と
聞
く
こ
と
を
避
け
る

•幻
覚
に
関
す
る
そ
の
人
の
思
い
込
み
を
調
べ
る

•す
で
に
あ
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略
に
ア
ク
セ
ス
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

25

幻
覚
に
対
す
る
基
本
的
な
方
略

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

右
の
よ
う
な
思
い
込
み
に
囚
わ

れ
る
と
、
望
む
人
生
や
生
活
を

送
ら
な
く
な
り
、
幻
覚
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
な
る

そ
こ
か
ら
、
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
価
値
に
再
度
注
意
を
向
け

る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る

こ
の
過
程
を
、
再
焦
点
化
（
リ

フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
）
と
呼
ぶ

15
/1
2/
20
23

26

幻
覚
に
対
す
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略

•音
楽
を
聴
く

•指
差
し
呼
称

•呼
吸
に
合
わ
せ
て
ハ
ミ
ン
グ
す
る
、
も
し
く
は
歌
う

•ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

•リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
方
略

•声
に
耳
を
傾
け
る
時
間
を
具
体
的
に
設
け
る

•他
？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

27

指
差
し
呼
称
ゲ
ー
ム

•声
は
強
力
で
、
信
頼
で
き
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
だ
と
い
う
思
い
込
み

•深
刻
度
を
１
-１
０
で
評
点

•身
の
回
り
を
見
わ
た
し
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
指
差
し
て
、
大
き
な
声
で

そ
の
名
前
を
言
う
。
活
気
が
取
り
戻
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
続
け
る

•こ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
後
、
再
度
、
深
刻
度
を
評
点
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

28

別添4

272



指
差
し
呼
称
ゲ
ー
ム

•も
し
深
刻
度
が
減
少
し
た
ら
、
そ
れ
が
声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
ど

う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
そ
の
人
に
た
ず
ね
る
、
も
し
く
は
声
が
ひ
ど
い

と
き
に
そ
れ
を
し
て
み
る
よ
う
提
案
す
る

•指
差
し
呼
称
ゲ
ー
ム
は
幻
覚
か
ら
注
意
を
外
し
、
声
に
関
連
す
る
神
経
回

路
を
断
ち
切
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
頻
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

•個
人
に
対
し
て
も
、
集
団
に
対
し
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

29

再
焦
点
化
は
気
逸
ら
し
で
は
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ü
気
逸
ら
し
は
、
幻
覚
に
対
し
て
長
期
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
す
る
に
は
効
果
が

な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る

ü
再
焦
点
化
に
お
い
て
は
注
意
を
向
け
直
し

た
先
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
重
要
に
な
る

ü
も
し
、
再
焦
点
化
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
そ

の
人
に
と
っ
て
魅
力
的
で
は
な
い
、
価
値

に
沿
っ
て
い
な
い
可
能
性
を
検
討
し
よ
う

15
/1
2/
20
23

30

コ
ー
ピ
ン
グ
・
カ
ー
ド

•理
論
的
根
拠
も
含
め
、
そ
の
人
が
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
な
ん
で
も
リ
ス

ト
に
し
て
お
く
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
ド

•幻
覚
、
辛
く
さ
せ
る
考
え
に
対
処
す
る
方
法
を
そ
の
人
に
思
い
起
こ
さ
せ
る

•介
入
の
持
ち
帰
る
用
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
ま
と
め
る

•そ
の
人
が
自
分
自
身
の
こ
と
を
思
い
起
こ
す
た
め
の
適
応
的
な
反
応
を
も
た

ら
す

•ス
タ
ッ
フ
が
繰
り
返
し
そ
の
人
に
返
答
し
な
く
て
も
よ
く
な
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

31

食
事
は
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
。
私
に
毒
を
盛
り
た
い
人
が
い
る
と
い
う
理
由
は
何
も
な
い
。

病
院
は
人
を
助
け
る
安
全
な
場
所
だ

ジ
ェ
フ
は
私
の
父
親
で
は
な
い
。
彼
は
家
族
の
良
い
友
達
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
ア
リ
と
私
に

対
し
て
父
親
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
彼
を
私
の
父
親
に
す
る
わ

け
で
は
な
い

薬
物
療
法
は
私
の
気
持
ち
を
改
善
し
て
く
れ
る
。
薬
物
療
法
は
、
私
の
思
考
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
下
に
留
め
て
く
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
取
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、
薬
を
飲
ま
な
け

れ
ば
、
心
が
酷
く
な
り
、
再
度
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

安
全
を
保
っ
て
、
他
の
人
と
議
論
し
た
り
、
争
わ
な
い
。
彼
ら
は
私
の
こ
と
を
傷
つ
け
よ
う

と
し
て
い
な
い
。
も
し
怖
く
な
っ
た
ら
、
そ
こ
で
す
ぐ
に
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
る
。

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

32
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顔
を
見
て
い
る
と
き
、
も
し
く
は
被
害
妄
想

を
感
じ
て
い
る
と
き

１
、
「
コ
レ
ハ
ゲ
ン
ジ
ツ
デ
ハ
ナ
イ
」
と
自

分
自
身
に
伝
え
る

２
、
「
ス
ト
レ
ス
ヲ
ウ
ケ
テ
イ
ル
ト
カ
ン
ジ

テ
イ
ル
ダ
ケ
ダ
」
と
自
分
自
身
に
伝
え
る

３
、
何
か
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
を
し
よ

う
（
裏
面
参
照
）

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
方
法

1.
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

2.
祈
る

3.
歌
う

4.
信
頼
し
て
い
る
人
に
電
話
す
る

5.
公
園
で
歩
く

6.
音
楽
を
聴
く

7.
深
呼
吸
を
し
よ
う

8.
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
CD
を
聴
く

コ
ー
ピ
ン
グ
・
カ
ー
ド

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

33

コ
ー
ピ
ン
グ
・
カ
ー
ド

症
状
が
あ
る
時
に
は
、
次
の
こ
と
を
思
い
出
す
必
要
が
あ
る

ü
こ
れ
は
単
に
症
状
だ

ü
安
全
じ
ゃ
な
い
と
感
じ
て
い
る
だ
け
だ

ü
こ
れ
は
真
実
で
は
な
い

ü
誰
も
私
の
こ
と
を
傷
つ
け
る
わ
け
で
は
な
い

ü
私
は
危
険
な
状
況
で
は
な
い

ü
私
は
役
に
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

34
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

研
修
会

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

1

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

第
4週

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ST
EP
1
ア
ク
セ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

陰
性
症
状

ST
EP
2
発
展
さ
せ
る

妄
想

ST
EP
3
実
現
す
る

幻
覚

ST
EP
4
強
化
す
る

思
考
障
害
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

前
半
50
分

休
憩
20
分

後
半
50
分

2

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

適
応
モ
ー
ド

強
化
す
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 re
sil
ien
ce

(H
ar
di
ng
, 2
01
9)
 

15
/1
2/
20
23

3

体
験
か
ら
結
論
を
導
き
出
す
手
順

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
強
み
（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
）
を
認
識
し
て
も
ら
う

q
支
え
と
な
る
信
念
を
伸
ば
す
、
ま
た
は
強
め
る

q
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
連
し
た
思
い
込
み
か
ら
、
よ
り
正
確
な
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
構
築
す
る

15
/1
2/
20
23

4
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言
語
的
な
質
問

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
推
測
を
よ
り
正
確
に
し
て
い
く
）

q
そ
の
瞬
間
に
観
察
し
て
気
づ
く

q
結
論
を
思
い
浮
か
べ
る

q
連
鎖
分
析

開
か
れ
た
質
問

「
こ
の
問
題
に
直
面
し
た
時
、
あ
な
た
は
自
分
や
周
囲
の

人
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
考
え
を
抱
き
ま
す
か
？
」

→
 返
答
す
る
上
で
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
抽
象
的

な
思
考
（
認
知
的
な
資
源
）
が
求
め
ら
れ
る

が
役
に
立
た
な
い
場
合

15
/1
2/
20
23

5

そ
の
瞬
間
に
気
づ
く
こ
と

ü
「
あ
な
た
が
そ
れ
を
し
て
い
る
時
の
一
番
よ
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」

ü
「
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？
」

ü
「
笑
顔
で
〇
〇
さ
ん
と
楽
し
い
ね
と
お
話
し
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
あ
な

た
が
彼
女
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
ど
う
い
っ
た

意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

よ
り
閉
じ
た
質
問
と
し
て
は

ü
「
そ
の
こ
と
の
一
番
良
い
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
？
あ
な
た
が

元
気
に
な
る
こ
と
で
す
か
？
そ
れ
と
も
他
の
人
と
知
識
を
分
か
ち
合
う
こ
と

で
す
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

6

可
能
性
の
あ
る
信
念
を
浮
き
彫
り
に
す
る
①

ü
「
［
楽
し
い
こ
と
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
気
分
が
良
く
な
る
］
と
い
う
こ
と
に
、
気

づ
い
て
い
ま
し
た
か
？
」

ü
「
こ
れ
は
、
時
々
私
も
感
じ
る
の
で
す
が
、
･･
･［
一
緒
に
何
か
楽
し
い
こ
と
を
す
る

と
、
そ
の
人
た
ち
と
さ
ら
に
親
し
く
な
れ
る
］
。
あ
な
た
も
そ
う
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」

ü
「
［
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
や
り
遂
げ
た
と
き
に
、
自
分
に
は
能
力
が
あ
る
］
と
本

当
に
思
え
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
経
験
を
あ
な
た
も
し
て
い
ま
す

か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

7

可
能
性
の
あ
る
信
念
を
浮
き
彫
り
に
す
る
②

ü
「
［
み
ん
な
は
理
解
し
て
い
な
い
だ
け
だ
。
元
気
に
な
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
道

半
ば
で
の
失
敗
は
、
完
全
な
失
敗
と
同
じ
だ
］
と
い
う
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
」

ü
「
私
は
時
々
、
次
の
よ
う
に
心
の
な
か
で
考
え
る
と
、
身
動
き
が
取
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
［
み
ん
な
は
、
本
当
は
私
と
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
面
倒
な
ん

だ
］
。
あ
な
た
は
、
ど
う
で
す
か
？
」

ü
私
が
知
っ
て
い
る
人
の
な
か
に
は
、
［
う
ま
く
い
く
保
証
が
な
い
の
な
ら
、
や
っ
て

も
意
味
が
な
い
。
他
の
人
た
ち
は
た
だ
決
め
つ
け
る
だ
け
で
、
気
に
か
け
て
く
れ
な

い
］
と
考
え
て
、
本
当
は
楽
し
め
る
こ
と
を
し
な
く
な
っ
て
い
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
」

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

8
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連
鎖
分
析
を
行
う
際
の
コ
ツ

q
記
憶
を
通
し
て
そ
の
瞬
間
を
再
体
験
し
、
一
緒
に
振
り
返
り
な
が
ら
細
部

を
明
ら
か
に
す
る

ü
良
い
関
係
を
構
築
し
て
お
く

ü
適
応
モ
ー
ド
の
ア
ク
セ
ス
す
る
方
略
を
用
い
る

ü
場
面
を
想
像
し
て
も
ら
い
、
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
、
ど
う
感
じ
、
ど
う

い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う

q
特
定
の
出
来
事
か
ら
、
そ
こ
で
活
性
化
さ
れ
る
ビ
リ
ー
フ
を
同
定
す
る

ü
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
験
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
の
双
方
に
活
用
で
き
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

9
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

「
す
ご
い
！
始
め
た
と
き
か
ら

す
る
と
、
わ
た
し
は
と
て
も
元

気
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、

あ
な
た
は
ど
う
で
す
か
？
」

「
こ
れ
が
で
き
た
ら
、
も
う
一

度
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

思
っ
て
い
ま
す
か
？
あ
る
い
は
、

他
の
活
動
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
か
？
」

「
一
緒
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

が
達
成
で
き
ま
し
た
ね
。
他
の

人
と
何
か
と
を
す
る
の
は
価
値

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
私
は

思
う
の
で
す
が
、
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？
」

「
こ
れ
を
し
て
い
る
間
、
声
に

煩
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。
と
す
る
と
、
あ

な
た
と
声
の
関
係
は
ど
う
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
」

誘
導
に
よ
る

質
問

エ
ネ
ル
ギ
ー

能
力

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

つ
な
が
り

15
/1
2/
20
23

10

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

「
予
想
し
た
よ
り
も
う
ま
く
い

き
ま
し
た
か
？
そ
れ
と
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

「
も
し
、
予
想
外
に
も
息
子
さ

ん
と
楽
し
い
時
間
を
す
ご
せ
た

と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
よ
い
父

親
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
？
ど
う
で
し
ょ
う
？

「
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
れ
ば
、

気
分
が
良
い
だ
け
で
は
な
く
、

声
が
減
っ
て
、
自
分
を
傷
つ
け

よ
う
と
い
う
ス
ト
レ
ス
が
な
く

な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
」

誘
導
に
よ
る

質
問

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
為

レ
ジ
リ
エ
ン
ス

ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

15
/1
2/
20
23

11

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
と

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
思
い
出
す
①

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

人
に
教
え
る
こ
と

（
つ
な
が
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
の
強
化
）

人
に
教
え
る
上
で
求
め
ら
れ
る
こ
と

ü
理
論
的
根
拠
の
理
解

ü
役
立
つ
時
間

ü
最
適
な
時
間

ü
う
ま
く
す
る
ス
テ
ッ
プ

「
〇
〇
を
お
父
さ
ん
に
教
え
て

あ
げ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

か
？
そ
れ
が
役
に
立
っ
た
？
あ

な
た
は
素
晴
ら
し
い
先
生
で
、

あ
な
た
が
い
る
と
助
か
る
は
ず

で
す
よ
」

15
/1
2/
20
23
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リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
と

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
思
い
出
す
②

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
記
録
表

（
修
正
さ
れ
た
信
念
の
定
着
）

1.
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
を
活
性
化
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
特
定
、
そ
の
信
念
が
も
つ
強

み
を
確
認
し
、
ど
れ
ぐ
ら
い
そ
の
こ
と
を
信
じ
ら
れ
る
か
を
評
点
す
る

2.
１
日
の
出
来
事
を
振
り
返
る
時
間
を
決
め
る
。
そ
の
日
の
出
来
事
が
、
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
の
信
念
（
「
自
分
は
周
囲
の
人
と
同
じ
よ
う
に
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
」
）
の

裏
付
け
に
な
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

15
/1
2/
20
23

13
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
と

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
思
い
出
す
③

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
カ
ー
ド

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
信
念
を
記
憶
す
る
補
助
）

１
、
動
機
を
高
め
る

（
例

「
や
っ
た
ね
!
」
、
好
き
な
画
像
）

２
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
例

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
計
画
）

３
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
例

エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
手
順
）

４
、
ア
ク
セ
ス
を
促
す

（
例
「
楽
し
む
ほ
ど
気
分
は
よ
い
」
VS
「
付
き
纏
わ
れ
て
い
る
限
り
何
も
で
き
な
い
」
）

声
へ
の
道
具
箱

こ
の
計
画
は
声
か
ら
離
れ
て
大
切
な
こ
と
へ
と
再
注
目
す
る
た
め
で
あ
る

１
料
理
に
つ
い
て
近
所
の
人
と
話
そ
う
。

２
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
つ
け
て
ロ
ッ
ク
を
聞
こ
う
。

３
こ
れ
か
ら
食
べ
よ
う
と
し
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
説
明
し

よ
う
。

４
声
が
言
う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
。
聴
く
必
要
は
な
い
。

15
/1
2/
20
23

14

ビ
リ
ー
フ
（
信
念
、
思
い
込
み
）

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15

欠
損
症
候
群
と
ビ
リ
ー
フ

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

16

敗
北
者
の
思
い
込
み

非
社
交
的
思
い
込
み

自
尊
感
情

Be
ck

 A
.T

. e
t 

al
., 

20
11
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15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

17

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

実
施
中
の
変
化

総
合
評
価
尺
度
（
p=
0.
03
, d
=0
.5
6）

陰
性
症
状
（
p=
0.
01
, d
=-
-0
.6
6）

陽
性
症
状
（
p=
0.
04
, d
=-
0.
46
）

Gr
an
t P
. e
t a
l., 
20
12

G
A

S; 
G

lo
ba

l A
ss

es
sm

en
t 

Sc
al

e
SA

PS
; S

ca
le

 fo
r 

th
e 

A
ss

es
sm

en
t 

of
 P

os
iti

ve
 S

ym
pt

om
s

im
pr

ov
em

en
t

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

18

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

実
施
後
半
年
間
の
変
化

同
じ
研
究
対
象
の
半
年
後
フ
ォ
ロ
ー

Gr
an
t P
. e
t a
l., 
20
17

総
合
評
価
尺
度
（
p<
0.
01
, d
=0
.5
3）

陰
性
症
状
（
p<
0.
05
, d
=-
-0
.6
6）

陽
性
症
状
（
p<
0.
01
, d
=-
1.
36
）

S
A

N
S; 

Sc
al

e 
fo

r 
th

e 
A

ss
es

s-
 m

en
t 

of
 N

eg
at

iv
e 

Sy
m

pt
om

s
G

A
S; 

G
lo

ba
l A

ss
es

sm
en

t 
Sc

al
e

SA
PS

; S
ca

le
 fo

r 
th

e 
A

ss
es

sm
en

t 
of

 P
os

iti
ve

 S
ym

pt
om

s
im

pr
ov

em
en

t

15
/1
2/
20
23

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

19

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法

実
施
後
半
年
間
の
変
化

ü
１
２
年
以
上
の
罹
病
期
間
の
患
者
は
、
１
２
ヶ

月
の
介
入
後
に
効
果
が
出
現
す
る

ü
た
だ
し
、
罹
病
期
間
と
回
復
す
る
機
能
の
程
度

と
は
関
係
が
な
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
④

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
思
考
の
障
害

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

20
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思
考
障
害

•一
貫
性
の
な
さ

•話
の
転
動
性

•話
の
ま
と
ま
ら
な
さ

•話
の
脱
線

•会
話
の
貧
困

•会
話
の
内
容
の
貧
困

•気
が
逸
れ
る

•非
論
理
性

•同
音
異
義
語

•新
語
新
作

•保
続

•エ
コ
ラ
リ
ア

•思
考
途
絶

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

21

思
考
障
害

話
の
脱
線

ま
と
ま
ら
な
さ脱
線

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

22

思
考
障
害

§
会
話
の
貧
困

§
会
話
は
最
小
限
で
典
型
的
に
は
、
短
く
具
体
的
で
、
簡
素
な
質
問
に
答
え
る
よ
う
に
促

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
は
い
」
「
た
ぶ
ん
」
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
「
ひ
ど
い
」
「
先
週
」

§
会
話
の
内
容
の
貧
困

§
会
話
は
適
切
な
量
で
、
理
解
可
能
で
、
文
法
的
に
も
合
っ
て
い
る
が
、
意
味
の
あ
る
情

報
を
伝
え
て
い
な
い
、
も
し
く
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
に
は
よ
り
た
く
さ
ん
必
要

で
あ
る
。

「
え
え
と
、
と
に
か
く
彼
、
彼
は
彼
ら
の
個
人
的
な
救
世
主
だ
か
ら
。
彼
は
私
と
一
緒
に
歩
い
て

、
私
と
一
緒
に
話
し
て
、
そ
し
て
、
私
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
と
い
う
理
解
、
彼
ら
は
自
分

自
身
の
自
己
を
ま
さ
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
彼
ら
全
て
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
た
だ
、
彼

ら
自
身
の
個
人
的
な
自
己
を
彼
ら
は
知
ら
な
い
だ
け
で
。
彼
が
私
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
多
く
は
彼

が
自
分
と
一
緒
に
歩
い
て
、
話
し
を
す
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

23

思
考
障
害
に
対
す
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略

q
聴
く
、
照
ら
し
返
す
、
そ
し
て
自
然
な
質
問

ü
「
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
は
....
の
よ
う
で
す
ね
」

q
あ
な
た
の
理
解
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

ü
「
ち
ょ
っ
と
私
の
理
解
を
確
か
め
た
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
・
・
・
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
ね
」

q
良
い
注
意
力
を
強
化
す
る

q
写
真
や
図
を
活
用
す
る

q
感
情
移
入
し
て
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
す
る

q
他
？

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

24
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

前
提

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

・
人
と
つ
な
が
り

・
そ
の
人
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し

・
他
の
人
を
助
け
る

た
め
の
主
要
な
手
段

失
敗
す
る
と

い
う
こ
と
は

Ø
他
の
人
は
何
気
な
く

し
て
い
る
こ
と
が
自

分
に
は
で
き
な
い

（
た
と
え
そ
れ
が
複

雑
な
こ
と
で
あ
っ
て

も
）

精
神
的
な

欠
陥
が
あ
る

ス
ト
レ
ス

精
神
的
な
資
源

否
定
的
思
い
込
み

15
/1
2/
20
23

25

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
へ
の
介
入

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

精
神
的
な

欠
陥
が
あ
る

精
神
的
な
資
源

否
定
的
思
い
込
み

ス
ト
レ
ス

苦
手
で
も
、

で
き
る
こ
と

が
あ
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
信
念

双
方
向
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

適
応
モ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る

15
/1
2/
20
23

26

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
①

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
言
葉
に
よ
る
介
入
で
は
な
く
、
行
動
に
移
す

「
ち
ょ
っ
と
観
て
み
ま
し
ょ
う
よ
！
」

「
ほ
ら
、
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
！
」

「
ほ
ら
、
ボ
ー
ル
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

q
一
緒
に
何
か
を
す
る
（
双
方
向
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）

q
閉
じ
た
質
問
を
活
用
す
る

「
バ
ラ
エ
テ
ィ
派
？
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
派
？
」

「
一
番
は
、
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
す
か
？
」

q
魅
力
あ
る
体
験
を
繰
り
返
し
、
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
結
論
を
導
き
出
す

「
散
歩
し
な
が
ら
お
話
を
す
る
の
っ
て
、
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
？
」

「
の
び
の
び
し
た
時
間
を
も
っ
と
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
あ
っ
て
い
ま
す
か
？
」

15
/1
2/
20
23

27

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
②

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

q
定
期
的
に
、
頻
繁
に
、
短
時
間
で
、
陽
気
に

q
関
心
と
理
解
し
た
い
気
持
ち
を
示
す

そ
の
人
が
伝
え
た
い
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と
、
自
分
が
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に

は
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
理
解
で
き
な
い
責
任
は
自
分
に
あ
る
こ
と

「
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
」

「
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
子
供
さ
ん
の
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
？
」

「
私
の
理
解
は
あ
っ
て
い
ま
す
か
？
」

「
そ
れ
は
気
持
ち
が
か
な
り
動
揺
し
ま
す
ね
」

q
視
覚
的
な
補
助
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
電
子
機
器
）

q
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
（
腹
式
呼
吸
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
漸
進
的
筋
弛
緩
法
）

15
/1
2/
20
23

28
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再
発
予
防

•今
回
の
入
院
に
至
る
要
素
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
支
援
を
す
る

•
警
告
サ
イ
ン
を
入
れ
る

•将
来
的
に
再
発
を
防
ぐ
上
で
機
能
し
て
、
活
用
で
き
そ
う
な
方
略
を
強
化

す
る •
症
状
に
対
処
す
る

•
手
に
入
る
支
援
を
活
用
す
る

•
治
療
へ
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

•
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
強
調
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

29

再
発
予
防

•そ
の
人
が
将
来
活
用
す
る
ス
キ
ル
の
実
践
を
援
助
す
る
上
で
イ
メ
ー
ジ
を

活
用
す
る

•ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
生
じ
得
る
想
定
上
の
場
面
を
考
え
よ
う

•改
善
と
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
を
ゴ
ー
ル
に
結
び
つ
け
る

•退
院
計
画
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
、
も
し
く
は
外
来
治
療
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
に
申
し
送
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

30

再
発
予
防
：
コ
ー
ピ
ン
グ
・
カ
ー
ド

院
外
に
留
ま
る
方
法

1.
お
薬
を
飲
む

2.
診
察
と
セ
ラ
ピ
ー
に
い
く

3.
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
い
く

4.
妹
と
話
す

も
し
、
気
持
ち
が
溢
れ
た
ら
、
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略
を
活
用
し
よ
う

•
音
楽
を
聴
く

•
文
章
を
書
く

•
散
歩
に
出
る

•
深
呼
吸
を
す
る

•
エ
ク
サ
サ
イ
ズ リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

31

再
発
予
防
：
セ
ー
フ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン

ス
テ
ッ
プ
１
：
警
告
サ
イ
ン
：

１
、
他
の
人
と
喋
ら
な
く
な
る

２
、
「
だ
か
ら
ど
う
し
た
の
？
」
と
話
し
始
め
る

３
、
憂
鬱
に
感
じ
る
、
泣
く

、
死
に
た
く
な
る

ス
テ
ッ
プ
２
：
内
面
的
な
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略
。
他
の
人
に
連
絡
せ
ず
に
問
題
を
自
分
の
気
持
ち
か
ら
外
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

１
、
日
記
に
書
く
２
、
音
楽
を
聴
く
３
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ス
テ
ッ
プ
３
：
気
持
ち
を
逸
ら
さ
せ
て
く
れ
る
人
と
人
と
の
交
流

１
、
母
電
話
番
号
○×
△◇

ス
テ
ッ
プ
４
：
助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
人

１
、
妹
電
話
番
号
○×
△◇

ス
テ
ッ
プ
５
：
危
機
的
状
況
で
連
絡
を
取
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
家
、
も
し
く
は
機
関

１
、
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

08
6-

22
5-

38
21

２
、
岡
山
県
精
神
科
救
急
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
６
：
環
境
を
安
全
に
す
る

１
、
妹
に
部
屋
か
ら
薬
を
取
っ
て
き
て
も
ら
う
よ
う
に
連
絡
す
る

２
、
考
え
が
無

kな
る
ま
で
、
窓
か
ら
飛
び
降
り
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
に
は
外
に
出
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

32
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ス
タ
ッ
フ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
燃
え
尽
き
を
減
ら
す

•燃
え
尽
き
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が
最
重
要

•可
能
で
あ
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
働
き
方
を
変
え
る

•短
時
間
休
憩
と
自
己
報
酬
を
と
る

•職
場
で
の
孤
立
を
避
け
る

•労
力
を
仕
事
で
の
刺
激
を
維
持
す
る
こ
と
に
注
ぐ

•時
間
と
ス
ト
レ
ス
を
管
理
す
る
コ
ー
ピ
ン
グ
方
略
を
活
用
し
、
適
切
に
限

界
を
設
定
し
、
軋
轢
を
解
決
す
る

•身
体
的
な
健
康
に
集
中
す
る

•人
間
関
係
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
す
る

•楽
し
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
す
る

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
認
知
療
法
研
修
会

15
/1
2/
20
23

33

別添4

283


	202317003A-buntan6本文
	202317003A-buntan6_資料
	buntan6_資料1CTR_lecture1_handsout
	buntan6_資料2CTR_lecture2_handsout
	buntan6_資料3CTR_lecture3_handsout
	buntan6_資料4CTR_lecture4_handsout




